「経済発展等に対応した鉄道の改善、整備等に係る支援に関する調査」に
関する報告書

１．業務の目的
鉄道網の整備・充実は、環境にやさしい交通網の実現として、また、エネルギー消費量削減のための手段としても注目を集めている。
一方、一層の経済成長が見込まれる東南アジア諸国における鉄道網の状況は、既存施設のメンテナンスが不足し老朽化も進んでいる結果、鉄道の運行の遅延や事故等が発生している、あるいは、そもそも都市鉄道が未整備で交通渋滞が慢性化しているなどの課題があり、鉄道網の整備・充実は必須であると言える。　

このような状況を踏まえ、特に鉄道の改善・近代化が急務とされているミャンマーを中心に、東南アジア諸国における鉄道の現状及び課題を分析するとともに、省エネルギー性、安全・安定・高頻度・大量輸送等の面での我が国の鉄道システムの比較優位性並びにその導入及び普及の有効性について上記諸国の理解を深め、その結果、当該諸国における鉄道網の整備・充実に向けた取り組みがなされることを目的とする。

２．業務活動の方法及び項目
（１）業務の進め方
いずれの業務についても、当機構が単独で調査・研究を行った（一部調査支援業務の委託あり。）。
　なお、海外で開催された交通関連セミナー等において、上記成果も踏まえた我が国の鉄道システムに関する情報発信を行った。
（２）業務項目
本年度の業務項目は以下の通りである。

1 ミャンマー鉄道の軌道・路盤の保守レベル向上のあり方に関する研究
2 ミャンマー・ヤンゴン都市圏鉄道等の改善に向けた基礎研究

3 東南アジアにおける都市鉄道の運行と整備の状況の分析
３．業務の内容
ここでは、報告書にまとめた各業務の内容について紹介する。なお、特に(1)及び(2)については、「ミャンマー鉄道改善検討委員会　報告書」（2013年３月取りまとめ）において取りまとめられた、ミャンマーの鉄道の改善・近代化に係る提言を踏まえて行った（なお、本委員会は、日本財団の助成金を受けて開催された。また、本委員会の事務局は、国土交通省及び当機構が担当した。）。
（１）ミャンマー鉄道の軌道・路盤の保守レベル向上のあり方に関する研究
上記委員会提言において、ミャンマーの鉄道について喫緊の課題とされた軌道・路盤の保守レベル向上を図るため、ミャンマー鉄道の技術者を対象に、我が国において約１か月間の保線研修を実施するとともに、ミャンマー国内における保線作業に必要なハンドタイタンパ等の機材をミャンマー鉄道運輸省に供与した。なお、保線研修の実施に当たっては、我が国の鉄道保線技術の普及を適切に推進する観点から、ミャンマー鉄道の技術者の技術レベルを把握するとともに、ミャンマー語テキストの使用や現場作業の充実等を図った。さらに、実施結果を踏まえ、課題の整理及び今後の支援のあり方を考察した。
（２）
ミャンマー・ヤンゴン都市圏鉄道等の改善に向けた基礎研究
ミャンマー最大の都市圏であるヤンゴン都市圏の主要鉄道路線であるヤンゴン環状線等については、土木構造物を含めた軌道・路盤の保守レベルの向上に加え、橋りょうの適切な維持管理や、路盤排水機能の向上等の諸課題がある。そのため、今後の詳細な研究・提言に向けて、橋りょう及び路盤排水機能の現状及び課題等について基礎研究を行った。

また、ミャンマーの鉄道貨物輸送については、今後の経済発展等に伴い予想される貨物輸送量の増加に対応すべく、港湾等各種交通モードとの連携の拡大や、輸送・保管等の物流機能の強化等をはじめ改善・近代化を図る必要がある。そのため、今後の詳細な研究・提言に向けて、鉄道貨物輸送の現状及び課題等について基礎研究を行った。

（３）
東南アジアにおける都市鉄道の運行と整備の状況の分析
　今後我が国の鉄道システムの輸出が見込まれる東南アジア主要各国の都市鉄道の最新事情等について、情報収集・分析を行った。
４．事業の成果、達成状況
本事業は、特にミャンマーの鉄道に係る上記研究の実施（我が国の鉄道技術の普及を含む。）を通じて、軌道・路盤の保守レベルの向上によるミャンマーの鉄道の改善・近代化に資するとともに、我が国の鉄道システムの比較優位性並びにその導入及び普及の有効性について、ミャンマーの鉄道関係者の理解の向上等を図ることができるなど、所期の事業目標を達成したと考える。
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